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                 SENAC-1（続） 

 

 

 今回は SENAC-1 に関する印刷物の展示品を紹介いたします。展示品１は SENAC-1 を開発し

た東北大学電気通信研究所が発行した資料です。「SENAC-1 東北大学パラメトロン式計算機」

は学内への SENAC-1 の広報活動か、啓蒙活動用に作られたものと思われます。内容は読み易く

書かれており、SENAC-1の性能、機器構成、利

用法、利用可能分野、そしてプログラミングの例

が記載されています。紹介されているプログラミ

ング言語は機械語のようです。当時の読者は、こ

の機械語の意味を理解できたのでしょうか。最後

に全文を掲載いたしました。この資料から、計算

機の構成とその利用環境など、当時の計算機セン

ターの雰囲気を感じていただけたらと思います。

他の資料、「SENAC-1演算制御について」では、

演算回路とその制御回路の概略、「SENAC-1 の

プログラムについて」では、数値計算を念頭にお

いた機械語によるプログラムと数式の自動プロ

グラムが説明されています。「SENAC-1の概説」

では、開発目的、基本設計、諸元について書かれ

ており、その内容は前回紹介いたしました。ちな

みに、機械語という表現は筆者が記したものであ

り、今回紹介した資料では、見当たりませんでし

た。多くは Instruction Code、命令、Register、

Memory、記憶装置という表現でだけ説明されて

います。 

 展示２は、当時の雑誌の記事です。雑誌名は不

明です。この中に「計算センターで活動する電子

計算機」の記事があり、そのトップに SENAC-1

が紹介されています。次のページは IBM の計算

センターが載っています。 

 

展示品１ 電気通信研究書 発行資料 
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     「SENAC-1 東北大学パラメトロン式計算機」（全文） 

                                   [共同利用支援係] 


